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第 6章　近代の足跡
―三角西港・松合の景観―
荒武賢一朗
はじめに
　今回の天草フィールドワークでは、天草と周辺地域の関係について調べてみようという試みが行われ
た。そのなかでも重要な隣接地域である熊本県宇城市の三角西港、そして松合に強い関心を持った。フ
ィールドワーク中盤は、個別グループの調査活動（御所浦、御領、棚底、本渡、湯島）を行っていたが、
いずれの班も天草を後にして 7月31日に三角西港で合流したのである。三角では、宇城市教育委員会文
化課の松村浩一、神川めぐみ両氏によって詳細な説明を頂戴した。世界遺産推進の活動を担当されてい
る松村氏、考古学の専門家で熊本県の文化財に明るい神川氏の案内によって、両地に関する歴史的経緯
やその特質を学ぶことができた。松合では「松合の町並み保存会」の皆さんに案内役をお願いし、懇切
丁寧な解説をいただいた。猛暑のなか、ご協力くださった皆さんに御礼を申し上げたい。
　当日のフィールドワークの経験と、『三角町史』（1987年刊）や宇城市教育委員会の作成資料（世界遺
産推進係「三角西港の歴史的な背景」）などによって得た基礎情報を参考にしながら、この地域の歴史的
変遷について紹介したい。
1 ．三角西港の近代的遺産
　三角西港は、「九州・山口の近代化産業遺産群」のひとつとして、世界遺産への登録を目指している。
この遺産群には三角のほかに、福岡県の八幡製鐵所や三池炭鉱、鹿児島県の集成館、山口県の下関砲台
跡などが含まれており、九州および山口以外にも岩手県の橋野鉄鉱山と製鉄遺跡、静岡県伊豆の韮山反
射炉が加わった。いずれも日本の近代化を象徴する歴史遺産である。これについて、宇城市教育委員会
文化課には世界遺産推進係が設置され、地元でも登録に向けた動きが活発化している。
　この三角に歴史的な画期が訪れたのは19世紀半ばのことである。当時、欧米諸国の進出が強まるなか、
東アジアでは石炭の需要が高まっていた。外国の影響を受けて、近代化が急速に広がっていった国内で
も石炭が必要とされ、筑豊・三池・唐津・高島・端島などを中心に九州の石炭増産と輸出が大きく動き
出したのである。そのうち、三池炭鉱は1873年（明治 6）に官営となった後、1888年（明治21）に三井
が払い下げを受けて一層の増産が行われた。明治時代中期における三池産出の石炭は国内のほか、中国
への輸出が盛んに実施された。しかし、直近港である三池港が干潮時に遠浅となるため大型船を着岸さ
せることができず、小型船で島原半島の口之津港（現・長崎県南島原市）へ運搬し、ここから大型船に
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積み替えて輸出する形態をとった。ただし、口之津港も干潮時の着岸には難点を持っていた。
　熊本県でも産業振興を目的とした大規模な港の設置が計画されるようになる。紆余曲折を経て、宇土
半島の三角が建設地に選定され、1884年（明治17）に着工、1887年（明治20） 8 月15日に三角西港が開
港するに至った。設計者はオランダ人水利工師ローエン・ホルスト・ムルドルで、施工には小山秀が率
いる天草の石工集団があたったと言われている。
　三角西港は、貿易港および近代的都市として発展し、開港から 2年後には国の特別輸出港に指定され
た。三池炭鉱を経営する三井は当地に事務所を設置し、口之津港の補助港として当地から石炭を中国の
上海などへ輸出する。しかし、台風や荒波、さらには税関検査の手間などの理由で、三井は1897年（明
写真 1　浦島屋
写真 2　龍驤館
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治30）に口之津港の再整備を選択し、三角西港の役割は大きく減少した。三角地区においては、三角東
港の整備が進められることになり、加えて1908年（明治41）の三池港完成によって三角西港の石炭輸送
の道は途絶えたのである。
　石炭関係ではおよそ20年余りと短い活動期であったが、幸いにも当時の施設が原形を残していたこと
により、建造物の復元や公園整備が行われて、現在は観光地として注目を集めている。
　2011年 7 月31日の午後、三角西港に再集合した我々一行は、松村、神川両氏の引率により、建造物を
中心とした巡見を実施した。浦島屋（小泉八雲が立ち寄った旅館の復元）、龍驤館（大正 7・1918年、明
治天皇即位50年記念事業として当時の宇土郡教育会が建設）、法の館（旧三角簡易裁判所）などを見学し
写真 3　西港地区の中央部にある水路
写真 4　三角西港からみた天草五橋
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た。港の象徴でもある石積埠頭は天草などから持ってきた石材によって造られている。
　郡役所や裁判所といった行政・司法、廻漕店や倉庫などの港湾・貿易など、明治時代の往時をしのば
せる建造物は、この地に大きな繁栄があったことを知らせる。幸い天気にも恵まれ、次の訪問地である
松合地区へと向かった。
2 ．松合の歴史的景観
　松合の町並み保存会の皆さんのお世話で、宇城市松合郷土資料館を中心にフィールドワークをするこ
とになった。松合のキャッチコピーは、「土蔵白壁の町」である。当地は、江戸時代中期から明治時代中
期にかけて漁業・海運・醸造により繁栄を極めた。つまり、さきに巡見をした三角西港の前段階にこの
地域の中心的商業都市であったといえよう。その名残が「土蔵白壁」という。資料館の展示では、古文
書・商家の道具類・食器類などがたくさん紹介されていた。「足利尊氏安堵書下」などの中世文書や、江
戸時代に代々庄屋であった河野家の文書などがあり、商工業に関する歴史資料も豊富である。江戸時代
には酒造業で千石近い酒が生産されており、中国へ輸出される俵物（フカヒレ・イリコ）も当地の主要
出荷品だった。漁業も盛んであり、幕末期には肥後随一の漁港と称された。
　資料館の建物は、1903年（明治36）に鈴木潤三郎氏が建てたものである。鈴木家は、江戸時代に「俵
物方受込（俵物の生産責任者）」という役職に就いていて、維新後は戸長などの公職にあった。潤三郎氏
はその当主として、松合郵便局の初代局長にもなっている。
　この旧鈴木家をはじめ、松合には数多くの歴史的建造物が残されており、落ち着いた雰囲気を醸し出
している。しかし、その穏やかな町は古来より火事や水害に悩まされながら発展してきた。それは、「む
かしの話」ではなく、最近も大きな被害を受けている。
写真 5　松合の町並み案内図
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写真 6　松合郷土資料館の外観
写真 7　松合の町並み
　町並みを歩くなかで我々の目に止まったのは、高潮災害に関する複数の石碑であった。その説明によ
れば、1999年（平成11） 9 月24日午前 5時30分ごろ、松合漁港の背後にある集落に台風18号に伴う高潮
が襲い、死者12名・冠水戸数60戸という甚大な被害を受けたとある。その他の被害を含めて、町中で大
変な衝撃があっただろうことが想像できる。その高潮に関する被害状況は地元住民の心のなかに刻まれ
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ているとともに、被害と復旧への道のりを示す石造物が町並みにも記憶されている。
おわりに
　時代は前後するが、三角、松合はともに宇土半島南部の港湾都市として栄えた町であり、その伝統的
建造物が現在も地元の人々によって大切に守られていることに感銘をおぼえた。商業都市は、絶えず繁
栄と衰退の曲線を描きながら、その時々に応じて町の姿も変化させていくのが一般的である。しかし、
両地は先祖からの良き遺産を継承しており、また次世代へと伝えようとする意識の高さも知ることがで
きた。
写真 8　高潮被害の痕跡高碑
